
第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 31,500

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

平成25年度 平成26年度 平成27年度

4－01－①

生涯学習支援機能の充実

生涯学習活動支援の充実を図るため、地域の学習活動拠点や図書館等の社会教育施設の機能充実や事業・
情報・人材のネットワーク化に努めます。

実利用者数（人）

（※基準値） 24,100 27,800

20,437 25,512 25,270

子どもから高齢者までの幅広い層の利用を図ることを目的に、「おはなし会」、「おはなしのじかん」、「こどもの
つどい」、「読書講演会」、「古典文学講座」、「ブックトーク」、「図書館デビュー」、「図書館クイズラリー」等の定
期事業のほか「市民講座」、「図書館探検隊(利用案内)」などの新規事業を実施し、特に中高生を対象とした
サービスを新たに開始し、多彩なテーマでのブックリストの発行、展示紹介、SNSでの情報提供などを行った
が、利用者数の大幅な増加にはつながらなかった。

広く市民に利用される図書館として的確な図書館資料の収集や整備を図り、貸し出し・レファレンスでの情報提
供の他SNSでの情報発信、事業の実施等、適正な管理運営を行った。その結果、利用者数の増加にはつなが
らなかったが、貸出冊数の微増となった。今後も、子どもから高齢者までの多くの市民に図書館を快適に利用
してもらうことができるよう、機能の充実を図る必要がある。

市民の多様なニーズに対応した情報提供を行い、市域における生涯学習支援の充実を図る。また、より多くの
市民が利用できる録音図書や拡大図書など多様で的確な資料の収集・整備の充実強化を図り、利用者拡大
の実現に向け、未利用者へのあらたな取り組みを検討していく。

主要事業 担当課 達成度評価理由

図書館施設管理事業 図書館

図書館運営事業 図書館
適正な管理運営を行ったことで、貸出冊数
の増加、利用満足度の向上につなげるこ
とができた。

南草津図書館運営事業 南草津図書館
適正な管理運営を行ったことで、貸出冊数
の増加、利用満足度の向上につなげるこ
とができた。

事務事業 担当課

南草津図書館施設管理事業 南草津図書館
三ツ池計画予定地管理事業 生涯学習課

成果達成度の表示について 

 
◎ 期待を超える成果があった 

○ 期待どおりの成果があった 

△ 期待未満の成果であった 
 

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。 

4-01-①



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 28,400

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

事務事業 担当課
社会教育委員設置事業 生涯学習課

社会教育推進事業 生涯学習課
市民の学習ニーズの多様化に対応するた
め、学習情報の提供や大学等と連携した
講座の提供を行うことができた。

学習ボランティア推進事業 生涯学習課

ゆうゆうびとバンク冊子の発行を行い、学
習ボランティア活動の推進を図った。また
バンク登録者が講座を行うことで、多くの
市民が学びの場に参加する機会の提供を
行うことができた。

市などで実施する生涯学習に関する講座やイベント等の情報を集めた生涯学習ガイドブック「誘・遊・友」を発
行し、市民センター等の主要施設に配置することで学習情報の提供を行ってきた。前年度から約400人講座参
加者数が増加した。

生涯学習内容の充実については、生涯学習ガイドブック「誘・遊・友」による学習情報の提供や、立命館大学等
との連携による講座を実施することで、多様な学習ニーズへの対応に努めた。一方、学習ボランティアの推進
においては、「草津市ゆうゆうびとバンク」の発行を行い、学習ボランティアの促進を行ったが、「ゆうゆうびとバ
ンク」の広報等による周知と学習ボランティアの活躍の場を広げる必要がある。

学習ボランティア推進事業については、当課だけでなく他部署横断的に情報の提供・収集を行い、「草津市ゆう
ゆうびとバンク」登録者および学習ボランティアのさらなる活躍の場を広げる取り組みが必要である。

主要事業 担当課 達成度評価理由

（※基準値） 28,300 28,350

27,685 25,327 25,728

平成25年度 平成26年度 平成27年度

4－01－②

生涯学習内容の充実

高校や大学等と連携した講座など市民ニーズを踏まえた多様な学習機会の提供に努めるとともに、学習ボラ
ンティア等との協働のもとで市民の生涯学習活動の広がりにつなげます。

生涯学習ガイドブック「誘・遊・友」掲載講座への参加者数（人）

成果達成度の表示について 

 
◎ 期待を超える成果があった 

○ 期待どおりの成果があった 

△ 期待未満の成果であった 
 

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。 

4-01-②



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 150,000

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

◎

■施策に含まれるその他の事業一覧

地域協働合校推進事業 生涯学習課
各小中学校や地域において学校・家庭・
地域における連携により、地域協働合校
を推進することができた。

事務事業 担当課

平成27年度については、地域コーディネーターを各小学校地域協働合校推進組織に委託設置し、学校と地域
の連絡調整を図りながら、地域連携事業のより効果的な展開に努めた結果、小学校の参加者数が飛躍的に
増加した。

小学校で実施されている地域協働合校事業への参加者数の増加率に比較すると、中学校や地域での参加者
数の増加率は低いので、小学校での効果を取り入れていく必要がある。

平成28年度には全小学校地域協働合校推進組織に地域コーディネーターを配置し、学校間の地域連携ネット
ワークを強化することで、相互的に地域連携事業の質を向上させることにより、参加者数および事業数の増加
を促す。

地域コーディネーターの設置

主要事業 担当課 達成度評価理由

（※基準値） 150,000 150,000

149,681 152,898 263,979

平成25年度 平成26年度 平成27年度

4－01－③

地域協働合校の展開

地域協働合校の活動のなかで、地域の課題に子どもと大人が協働して取り組む機会の充実を図って、地域学
習社会づくりをいっそう推進します。

地域協働合校推進事業参加者数（人）

成果達成度の表示について 

 
◎ 期待を超える成果があった 

○ 期待どおりの成果があった 

△ 期待未満の成果であった 
 

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。 

4-01-③



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 56.0

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

各種大会補助金事務 スポーツ保健課

駅伝競走大会開催費補助金事務 スポーツ保健課
チャレンジスポーツデー開催費補助金事務 スポーツ保健課
各種大会負担金事務 スポーツ保健課

スポーツ推進委員活動推進事業 スポーツ保健課
各種大会出場者激励金支給事務 スポーツ保健課
スポーツ振興計画推進事業 スポーツ保健課

スポーツ推進審議会運営事務 スポーツ保健課

市民体育大会開催費補助事業 スポーツ保健課
市民体育大会の開催により、選手の日ご
ろの練習の成果を発揮する場や選手間で
交流できる機会を提供した。

県民体育大会等出場支援補助
事業

スポーツ保健課
体育協会主導で県民体育大会へ選手や
役員を積極的に派遣した結果、県内上位
の成績をあげることができた。

学校体育施設開放推進事業 スポーツ保健課
学校体育施設の開放により、市民が身近
な場所でスポーツができる環境の整備に
つながった。

事務事業 担当課

市民意識調査の結果、スポーツに親しむ市民の割合は、前年度より4.8％低下した。
高齢の世代と比較し、主に20歳代～40歳代の若い世代のスポーツ実施率が低下傾向にあることが低下要因
のひとつであると考える。

草津市スポーツ振興計画の策定から5年が経過することから、これまでの取組の成果と課題を検証し、市民の
スポーツに対する意向や社会情勢等の変化により生じている新たな課題に対応するため、「草津市スポーツ推
進計画」を策定したことで、今後本市が目指すスポーツ推進の方策を示すことができた。

草津市スポーツ推進計画に掲げた施策を具現化し、本市のスポーツや健康づくりを推進していく。

主要事業 担当課 達成度評価理由

（※基準値） 52.0 54.0

51.9 54.8 50.0

平成25年度 平成26年度 平成27年度

4－02－①

スポーツの普及と促進

体育協会・体育振興会・スポーツ推進委員・大学等との連携の強化、総合型地域スポーツクラブへの支援、各
種スポーツ行事の拡充などによって、市民スポーツの普及促進を図ります。

スポーツに親しむ市民の割合（％）

成果達成度の表示について 

 
◎ 期待を超える成果があった 

○ 期待どおりの成果があった 

△ 期待未満の成果であった 
 

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。 

4-02-①



第５次草津市総合計画第２期基本計画

体育協会事業費補助金事務 スポーツ保健課
スポーツ少年団育成事業 スポーツ保健課
総合型地域スポーツクラブ補助事業 スポーツ保健課
各種スポーツ団体活動支援事業 スポーツ保健課

4-02-①



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 88.0

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

社会体育施設管理運営事業 スポーツ保健課
当初計画のとおり、社会体育施設につい
て必要な改修等を行い、施設の適正な機
能維持を図ることができた。

事務事業 担当課

社会体育施設利用者アンケートの結果、利用者満足度は、前年度より2.0％低下した。
アンケート結果では、施設の設備や備品に対する意見が多く、施設の経年による老朽化が低下要因のひとつ
であると考える。

経年により老朽化した総合体育館の移動式バスケットゴールの更新を行った。また、三ツ池運動公園に場外飛
球の防止措置を講じるため、防球ネットを設置したことにより、施設の利用対象を子どもから大人に拡大した。
社会体育施設の適切な機能を維持することで、誰もが快適にスポーツができる環境整備につなげることができ
た。

誰もが快適にスポーツができる環境を整えるため、社会体育施設について必要な改修等を行う。

スポーツ振興くじ助成金（独立行政法人日本スポーツ振興センター所管）の交付対象事業として取り組んだ結
果、事業に必要な財源を確保できた。

主要事業 担当課 達成度評価理由

（※基準値） 84.0 86.0

82.0 82.0 80.0

平成25年度 平成26年度 平成27年度

4－02－②

スポーツに親しむ場の充実

市民によるスポーツ活動が活発に展開されるよう、総合体育館の改修や野村運動公園の再整備など、必要な
施設・設備の充実を図ります。

社会体育施設利用者満足度（％）

成果達成度の表示について 

 
◎ 期待を超える成果があった 

○ 期待どおりの成果があった 

△ 期待未満の成果であった 
 

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。 

4-02-②


